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【手続補正書】
【提出日】平成24年3月30日(2012.3.30)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　金属部材と樹脂部材とを有する合成部材を製造する方法であって、
　ａ）（ｉ）樹脂融点および／またはガラス転移および凝固点を有する熱可塑性樹脂と、
（ｉｉ）約１３０℃～４００℃の１つ以上の金属融点を有する複数の金属粒子とを含んで
なる樹脂組成物を提供する工程と；
　ｂ）それぞれ少なくとも１つの露出表面を有する１つ以上の金属部材を、少なくとも１
つの型穴露出表面を任意選択的に有する型穴に配置する工程と；
　ｃ）１つ以上の金属部材を、複数の金属粒子の少なくとも１つの融点以上の温度まで加
熱して、１つ以上の加熱された金属部材を提供する工程と；
　ｄ）樹脂組成物を、樹脂融点より高く、かつ１つ以上の金属融点より高い温度まで加熱
して、加熱された樹脂を提供する工程と；
　ｅ）加熱された樹脂を型に注入し、それぞれの加熱された金属部材の露出表面を接触さ
せ、加熱された合成部材を提供する工程と；
　ｆ）前記加熱された合成部材を樹脂凝固点を下回るまで冷却する工程と
を含んでなる方法。
【請求項２】
　請求項１に記載の方法によって製造された合成部材。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４０】
　上記で示されるように、本発明の方法は高い強度の金属／樹脂合成部材を提供する。樹
脂組成物が１３０～４００℃の範囲の融点を有する金属粒子を含まなかった場合（比較例
１）、または型温度が金属粒子の融点より低かった場合（比較例２）、十分な強度は得ら
れなかった。



(2) JP 2011-516310 A5 2012.5.24

　なお、本発明は、特許請求の範囲を含め、以下の発明を包含する。
１．金属部材と樹脂部材とを有する合成部材を製造する方法であって、
　ａ）（ｉ）樹脂融点および／またはガラス転移および凝固点を有する熱可塑性樹脂と、
（ｉｉ）約１３０℃～４００℃の１つ以上の金属融点を有する複数の金属粒子とを含んで
なる樹脂組成物を提供する工程と；
　ｂ）それぞれ少なくとも１つの露出表面を有する１つ以上の金属部材を、少なくとも１
つの型穴露出表面を任意選択的に有する型穴に配置する工程と；
　ｃ）１つ以上の金属部材を、複数の金属粒子の少なくとも１つの融点以上の温度まで加
熱して、１つ以上の加熱された金属部材を提供する工程と；
　ｄ）樹脂組成物を、樹脂融点より高く、かつ１つ以上の金属融点より高い温度まで加熱
して、加熱された樹脂を提供する工程と；
　ｅ）加熱された樹脂を型に注入し、それぞれの加熱された金属部材の露出表面を接触さ
せ、加熱された合成部材を提供する工程と；
　ｆ）前記加熱された合成部材を樹脂凝固点を下回るまで冷却する工程と
を含んでなる方法。
２．金属部材を加熱する工程が、誘導加熱によって型の中で実行される１に記載の方法。
３．金属粒子がＳｎ合金またはＬｉ合金である１に記載の方法。
４．金属粒子が、Ｓｎ－Ｃｕ合金、Ｓｎ－Ｓｂ合金、Ｓｎ－Ａｌ合金、Ｓｎ－Ｚｎ合金、
Ｓｎ－Ｐｔ合金、Ｓｎ－Ｍｎ合金、Ｓｎ－Ａｇ合金、Ｓｎ－Ａｇ－Ｃｕ合金、Ｓｎ－Ａｇ
－Ｃｕ－Ｂｉ合金、Ｓｎ－Ａｇ－Ｃｕ－Ｓｂ合金、Ｓｎ－Ａｕ合金、Ａｌ－Ｌｉ合金およ
びＺｎ－Ｌｉ合金からなる群から選択される１に記載の方法。
５．少なくとも１つの型穴露出表面の一部または全部が、金属粒子との接着力を抑制する
ように処理される１に記載の方法。
６．１に記載の方法によって製造された合成部材。
７．電子部品である７に記載の合成部材。
８．発光ダイオードをさらに含んでなる８に記載の電子部品。
９．自動車部品である７に記載の合成部材。
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